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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　清水船越堤公園は旧清水市制 50周年記念事業として昭和 63年に開園しま

した。広さは９・４㎞平方メートルで東京ドーム 2個分の広さがあります。

広い園内は散歩やウォーキングする人で賑わい、アップダウンが激しいので、

特に健康志向の人たちに人気があるようです。

　施設は、堤（夫池・婦池）、イベント広場、茶室、アスレチック遊具、天文

台などがあり、子供も楽しめる公園です。

　桜の名所で、天気が良ければ遠く富士山まで見渡すことができます。また

駐車場は 80台収容可です。（鈴木泰造）

清水船越堤公園 夫池（写真左）と婦池（写真右）

婦池ではヘラブナ釣りを楽しむことができます

子供たちに人気のアスレチック

ブランコ遊具

星の広場の天文台

清水船越堤公園からの眺め　清水区を一望できます



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

大
変
な
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
会
員
の
皆
さ
ま
お
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
か
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、
政
府
が

緊
急
事
態
宣
言
を
４
月
に
発
令
し

そ
の
後
５
月
に
解
除
い
た
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
新

し
い
生
活
様
式
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、「
三

密
（
密
集
・
密
接
・
密
閉
）」
の

恐
れ
の
あ
る
活
動
の
休
止
、
外
出

の
抑
制
、
施
設
の
使
用
制
限
な
ど

に
よ
り
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
全
体
が

活
動
制
限
の
状
態
に
追
い
込
ま

れ
、
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
も
自

粛
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
厳
し

い
状
況
が
長
く
続
き
、
正
直
な
と

こ
ろ
我
慢
も
限
界
か
と
は
存
じ
ま

す
が
、
臥
薪
嘗
胆
、
永
年
生
き
抜

い
て
き
た
豊
か
な
経
験
を
活
か
し

て
、
こ
の
苦
境
を
乗
り
切
り
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
活
動
の
再
開
に
こ
ぎ
つ

け
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
皆

さ
ん
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
さ
す
が

に
違
う
な
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

　

例
年
、
年
度
当
初
に
開
催
し
て

ま
い
り
ま
し
た
定
時
総
会
な
ど

も
、「
三
密
」
の
回
避
・
会
場
の

使
用
制
限
な
ど
に
よ
り
や
む
な
く

書
面
開
催
と
な
り
ま
し
た
の
で
以

下
の
と
お
り
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
事
業
計
画
は

次
頁
に
記
載
の
と
お
り
で
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況

に
よ
り
11
月
ま
で
の
事
業
は
ほ
ぼ

中
止
ま
た
は
延
期
と
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
夏
に
一
旦
収

ま
り
今
後
秋
口
か
ら
感
染
の
第
２

波
が
心
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
例
年
ど
お
り
の
事
業

運
営
は
困
難
で
あ
ろ
う
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
が
地
域
で
活

動
さ
れ
る
場
合
も
「
三
密
」
を
避

け
、
手
洗
い
励
行
、
マ
ス
ク
着
用

を
心
掛
け
る
な
ど
新
し
い
生
活
様

式
を
守
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

感
染
リ
ス
ク
が
認
め
ら
れ
る
場
合

は
前
例
に
囚
わ
れ
ず
延
期
・
中
止

な
ど
の
勇
気
あ
る
判
断
を
お
願
い

し
ま
す
。
半
面
、
生
活
が
不
活
発

に
な
ら
な
い
よ
う
家
庭
で
の
足
踏

み
な
ど
の
軽
体
操
や
少
人
数
で
の

散
歩
な
ど
で
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）

進
行
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。
最
後

に
会
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
切
に
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市

令
和
２
年
度
会
議
の
状
況

１　

決
算

⑴　

公
認
会
計
士
に
よ
る
外
部

　
　

監
査　

４
月
９
日
・
10
日

⑵　

監
事
に
よ
る
監
査

　
　

４
月
14
日

２　

理
事
会
運
営　

書
面
開
催

　
　

決
議　

４
月
16
日　

３　

定
時
総
会
運
営　

書
面
開
催

　
　

決
議　

５
月
20
日　

　
　

議
事
内
容　

決
算
及
び
予
算

　
　

の
承
認

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

負
け
な
い
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

一
般
社
団
法
人
静
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　
遠
藤 

日
出
夫
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　　　事業名 実施日 場所 備考

第 10回　定時総会 5月 1日（金） 書面決議

第14回　三区女性会員合同交流会 7月 21 日（火） 中央福祉センター 中止

第 15回　輪投げ大会 8月 26日（水） 清水総合運動場体育館 中止

第 14回　グラウンド・ゴルフ大会 10月 1日（木） 中原スポーツ広場 中止

表彰式 10月 8日（火） はーとぴあ清水

第 5回　会員交流ウォーキング 11月 20 日（金） 長野・下諏訪 中止

第 7回　ペタンク大会 12月 4日（金） 清水庵原球場　第 2球場 検討中

第 5回　新任会長研修会
令和３年
1月 12日（火）

中央福祉センター
当初予定
7/8 が延期

静 岡 市 老 連  主 な 行 事 予 定

市老連

　　　事業名 実施日 場所 備考

クロッケー大会 5月 22日（金） 清水総合運動場陸上競技場 中止

輪投げ大会 6月 23日（火） 清水総合運動場体育館 中止

ボウリング大会 7月 9日（木） 狐ヶ崎ヤングランドボウル 中止

リフォーム＆コンサート 8月 23日（火） はーとぴあ清水 中止

グラウンド・ゴルフ大会 9月 18日（金） 新興津緑地公園多目的広場 中止

スポーツ大会 10月 21 日（水） 清水庵原球場 中止

清水福祉総合文化祭　作品展 11月 6日〜 9日 はーとぴあ清水 中止

芸能発表会 令和3年1月19日（火） 清水文化会館マリナート

　　　事業名 実施日 場所 備考

グラウンド・ゴルフ大会 5月 21日（木） 中原スポーツ広場 中止

輪投げ大会 6月 17日（水） 中央体育館 中止

ペタンク大会 9月 17日（木） 中原スポーツ広場 中止

スポーツ大会 10月 15 日（木） 中央体育館 中止

葵・駿河区合同作品展 11月 25 日〜 29日 市民ギャラリー 中止

葵・駿河区合同芸能発表会 令和3年 2月 2日（火） 市民文化会館 中止

　　　事業名 実施日 場所 備考

グラウンド・ゴルフ大会 5月 27日（水） 松富スポーツ広場 中止

輪投げ大会 6月 16日（火） 中央体育館 中止

ペタンク大会 9月 18日（金） 松富スポーツ広場 中止

スポーツ大会 10月 16 日（金） 中央体育館 中止

葵・駿河区合同作品展 11月 25 日〜 29日 市民ギャラリー 中止

葵・駿河区合同芸能発表会 令和3年 2月 2日（火） 市民文化会館 中止

※新型コロナウイルス感染症
　拡大防止のため中止が多く
　なっております

葵　区

駿河区

清水区
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　1 月 30 日（木）、この日を心待ちに、三々五々会場の市民文化会

館へと足を運んだ会員！毎年のごとく会場前に長蛇の列となる。

館内では会場準備を手際よくこなす若手委員の動線が目に止まる。

開場時間を予定より早め会員を館内へ誘導する。

　ステージにおいては、日頃の練習成果を思う存分に発揮しようと

『笑顔いっぱい』両区を合わせて演芸 37 演目とリフォームファッ

ションショー 25 作品が披露された。

　出番が終わり控室では「やれやれ終わったネ」の安堵感と、仲間

との絆が深まり今後の活動への心意気もみられ１人 1 人が晴々と

した表情でした。いつまでも元気で共に頑張ろう。（大石眞由美）

第 31 号（4）市 老 連 だ よ り令和 2 年 7 月発行

活 動 紹 介 《 葵 区 ・ 駿 河 区 》

葵区・駿河区合同芸能発表会

笑顔いっぱい　ステージで輝く



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　令和元年 12 月 4 日（水）10 時から清水

文化会館マリナート大ホールにて各地区から

推薦された１〜２グループと「フォークダン

スの会」「愛唱歌クラブ」などが出演しまし

た。演目は 41 で、舞踊、フラダンス、フォ

ークダンス、合唱などを熱演し、満席の観客

たちを魅了しました。

（鈴木泰造）

活 動 紹 介 《 清 水 区 》

（5）第 31 号 市 老 連 だ よ り 令和 2 年 7 月発行

清水区芸能発表会

舞踊・合唱など熱演!!



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

市
老
連
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
部
の

紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
私
た

ち
は
会
員
の
健
康
、
体
力
向
上
、

親
睦
を
目
的
と
し
、
毎
月
曜
日
、

県
総
合
社
会
福
祉
会
館
の
体
育
館

を
借
り
て
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
中
で
、
私
た

ち
が
踊
っ
て
い
る
の
は
、
よ
り
楽

し
く
踊
れ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ダ
ン
ス
で
す
。
皆
様
ご
参
加
の
ス

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
員
の
方
な
ら
い

つ
で
も
だ
れ
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

　

全
国
各
地
の
民
謡
を
集
計
す
れ

ば
2
万
曲
に
も
な
る
だ
ろ
う
と
言

わ
れ
て
お
り
、
民
謡
に
は
そ
の
土

地
独
特
の
言

葉
、
風
景
、

人
情
、
匂
い

が
生
き
ず
い

て
お
り
ま

す
。
そ
れ
を

大
切
に
感
じ

と
っ
て
唄
い

ま
す
。
日
本

各
地
の
風
土

楽
し
く
踊
っ
て
お
り
ま
す

市
老
連　

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
部　

片
井 

真
弓

民
謡
で
日
本
各
地
の
文
化
に
触
れ
る

市
老
連　

唄
の
会　

会
長　

中
條 

國
彦

ポ
ー
ツ
大
会
、
芸
能
発
表
会
に

は
毎
年
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
特

に
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
折
に
は
昼

休
み
の
時
間
帯
に
、
き
れ
い
な

衣
装
で
若
返
っ
て
踊
っ
て
お
り

ま
す
。
会
員
の
皆
様
は
と
て
も

元
気
で
60
歳
よ
り
90
歳
の
方
ま

で
、
毎
回
、
何
も
か
も
忘
れ
て

体
を
動
か
し
、
汗
を
流
し
て
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
時

に
は
親
睦
の
為
、
お
食
事
会
な
ど

開
い
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
の
皆

様
、
踊
る
事

が
お
好
き
な

方
は
ぜ
ひ
ご

一
緒
に
踊
っ

て
下
さ
い
。

お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

や
文
化
に
触
れ
る
喜
び
が
あ
り

ま
す
。
会
に
は
初
心
者
も
長
年

唄
い
続
け
て
き
た
会
員
も
お
り

ま
す
。
最
初
は
好
き
な
民
謡
を

い
ろ
い
ろ
唄
っ
て
み
て
、
10
年

で
10
曲
、
20
年
で
5
曲
と
、
自

分
の
声
質
や
好
み
に
あ
っ
た
曲

を
極
め
る
の
が
良
い
と
言
わ
れ

ま
す
。
レ
ッ
ス
ン
は
毎
回
そ
の

年
に
ス
テ
ー
ジ
で
唄
う
2
曲
を

合
唱
形
式
で
練
習
し
て
か
ら
個

人
レ
ッ
ス
ン
に
入
り
ま
す
。
会

員
数
が
少
な
い
の
で
充
実
し
て

お
り
ま
す
。
何
か
の
集
ま
り
で

ア
カ
ペ
ラ
で
唄
う
も
よ
し
、
カ

ラ
オ
ケ
店
で
唄
う
も
よ
し
、
ス
テ

ー
ジ
で
唄
い
、
コ
ン
ク
ー
ル
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
機
会
も
あ
り
ま

す
。
手
拍
子
が
自
然
に
起
こ
れ
ば

誰
で
も
、
も
は
や
民
謡
歌
手
の
一

人
で
す
。

　

教
室
は
鯨
が
池
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
第
1
、
3
金
曜
日
、
小
鹿

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
第
2
、
4

金
曜
日
で
時
間
は
10
時
〜
12
時
、

駐
車
場
有
り
は
共
通
で
す
。
月
2

回
の
会
費
は
6
ヶ
月
８
０
０
０
円

で
す
。
講
師
は
鈴
木
流
峰
秀
会
の

先
生
方
で
す
。
三
味
線
、
尺
八
の

生
伴
奏
が
つ
き
ま
す
。
各
教
室
で

い
つ
で
も
無
料
体
験
が
出
来
ま

す
。
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

私
た
ち
「
市
老
連
踊

り
の
会
」
は
、
平
成
16

年
に
新
築
さ
れ
た
文
化
交
流
館

（
来
て
こ
）
の
一
階
大
広
間
に
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
月
2
回
、
第

2
と
第
4
金
曜
日
に
講
師
の
花
川

先
生
の
指
導
の
も
と
、
午
後
1
時

か
ら
3
時
30
分
ま
で
計
画
を
立
て

て
5
曲
く
ら
い
を
楽
し
く
笑
顔
で

ケ
ガ
の
無
い
よ
う
に
心
が
け
な
が

ら
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

　

皆
高
齢
者
な
の
で
覚
え
る
ま
で

は
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
分
担

し
て
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
新
曲

に
は
年
間
で
2
曲
く
ら
い
取
り
組

み
ま
す
。

　

市
老
連
で
行
わ
れ
る
行
事
に
は

必
ず
全
員
で
参
加
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

9
月
の
ふ
れ

あ
い
広
場
、

10
月
の
葵

区
・
駿
河
区

ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
、

12
月
の
来
て

こ
祭
、
市
民
芸
能
祭
、
合
同
シ

ニ
ア
芸
能
祭
な
ど
で
す
。
他
に

は
納
涼
祭
、
お
さ
ら
い
会
な
ど

盛
大
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
3
月
に
開
催
予
定
で
し

た
お
さ
ら
い
会
は
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
残
念
な
が
ら

中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
残
念
で
す
。

　

地
域
の
盆
踊
り
や
敬
老
会
に

は
率
先
し
て
参
加
し
て
い
ま

す
。
積
極
的
な
体
力
づ
く
り
と

は
い
え
ま
せ
ん
が
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
に
は
役
に
立
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

好
き
な
こ
と
を
楽
し
く
、
仲
間

と
交
流
で
き
る
の
は
自
分
に
と

っ
て
も
生
き
が
い
に
繋
が
り
ま

す
。
一
日
で
も
早
い
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
終
息
を
願

い
、
み
ん
な
と
一
緒
に
踊
れ
る

日
を
待
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

好きな踊りを楽しく続ける
市老連　踊りの会　会長　渡辺あき江
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

私
た
ち「
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
会
」

は
長
年
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
花
形
？
と

し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
は
そ

の
昔
、
狩
り

の
収
獲
を
祝

っ
て
踊
る
こ

と
か
ら
始
ま

っ
た
と
い
わ

れ
て
お
り
、

シ
ン
プ
ル
な

　

私
た
ち
愛
唱
歌
ク
ラ
ブ
は
、

１
９
９
９
年
に
旧
清
水
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
女
性
部
活
動
と
し
て

発
足
致
し
ま
し
た
。
現
在
は
女
性

部
の
活
動
と
し
て
で
は
無
く
、
清

水
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
活
動
と
し

て
、
コ
ー
ラ
ス
を
通
じ
て
の
仲
間

作
り
、
会
員
の
増
加
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
年
で
21
年
目
と
な
り
、
毎
年

新
た
な
メ
ン
バ
ー
を
加
え
、
現
在

は
60
歳
代
か
ら
80
歳
代
ま
で
の
40

ス
テ
ッ
プ
で
手
と
手
を
取
り
合

い
な
が
ら
踊
る
こ
と
で
友
情
が

生
ま
れ
み
ん
な
で
一
つ
に
な
れ
る

素
晴
ら
し
い
踊
り
で
す
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
4

月
か
ら
一
時
休
止
し
て
い
ま
す

が
、
会
員
47
名
踊
り
た
く
て
ウ

ズ
ウ
ズ
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
第
1
、
3
月
曜
の
午
後

1
時
か
ら
3
時
ま
で
休
憩
15
分

を
入
れ
て
、
は
ー
と
ぴ
あ
清
水

の
6
階
で
笑
顔
で
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
に
踊
っ
て
い
ま
す
。
講
師
の

先
生
は
明
る
く
元
気
な
方
で
、
辛

抱
強
く
面
倒
見
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

例
年
10
月
に
静
岡
市
文
化
会
館

で
の「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
大
会
」と「
清

水
区
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
で
お
昼
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
踊
っ
て

い
ま
す
。
昨
年
は
12
月
に
マ
リ
ナ

ー
ト
で
の
「
芸
能
発
表
会
」
も
あ

り
、
華
や
か
な
衣
装
で
舞
台
に
立

ち
ま
し
た
。

　

例
年
で
す
と
バ
ス
旅
行
も
し
ま

す
が
今
年
は
今
の
と
こ
ろ
未
定
で

す
。
会
員
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
入
会
し
て
、
私
た
ち
と
楽
し

く
踊
り
ま
せ
ん
か
？

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
!!

名
ほ
ど
が
、
芸
能
発
表
会
な
ど

の
舞
台
出
演
を
目
標
に
月
2
回

2
時
間
の
練
習
に
励
ん
で
お
り

ま
す
。

　

主
に
、
2
部
合
唱
曲
で
、
ソ

プ
ラ
ノ
、
ア
ル
ト
に
分
か
れ

て
上
手
く
ハ
ー
モ
ニ
ー
出
来
る

と
、と
て
も
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

講
師
の
先
生
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ

れ
る
楽
し
い
御
指
導
で
、
毎
回

笑
顔
の
絶
え
な
い
、
充
実
し
た

時
間
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

楽
し
く
踊
る
「
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
会
」

清
水
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
会　

会
長　

鈴
木 

洋
子

皆
で
楽
し
く
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

清
水
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

愛
唱
歌
ク
ラ
ブ　

会
長　

松
橋 
恵
子

　

皆
で
同
じ
目
標
に
む
か
い
、
声

を
合
わ
せ
て

歌
う
事
、
笑

う
事
は
皆
の

健
康
作
り
に

役
立
っ
て
い

る
と
思
い
ま

す
。

　

皆
さ
ん
も

体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

い
つ
で
も
入

会
大
歓
迎
で

す
。
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

南
部
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
は

恵
ま
れ
た
住
宅
専
用
地
区
で
あ
る

駿
河
区
役
所
周
辺
7
町
内
の
中
に

あ
り
、
ク
ラ
ブ
数
が
6
（
1
ク
ラ

ブ
休
会
）
で
会
員
数
は
３
２
０
名

で
す
。
少
子
高
齢
化
が
進
む
現

在
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
存
在
の
重

要
性
を
感
じ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

地
域
に
似
合
っ
た
活
動
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

役
員
会
議
を
隔
月
に
て
実
施

し
、
活
動
内
容
を
把
握
し
積
極
的

に
活
動
強
化
に
努
め
自
治
会
と
の

連
携
に
怠
り
な
く
参
画
し
地
元
を

広
ま
る
活
動
の
魅
力
向
上
に
な
る
よ
う

大
事
に
育
む
よ
う
実
行
し
つ

つ
、
仲
間
作
り
に
励
み
強
い
絆

を
取
り
入
れ
支
え
合
い
、
心
を

一
つ
に
上
下
な
い
付
き
合
い
を

し
て
お
り
ま
す
。

　

連
合
活
動
は
毎
月
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
と
輪
投
げ
大
会
を

催
し
、
多
く
の
会
員
参
加
で
盛

り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

参
加
の
交
流
を
深
め
る
た
め
に

昨
年
よ
り
3
ク
ラ
ブ
が
ペ
タ
ン

ク
の
挑
戦
を
始
め
、
こ
れ
か
ら

の
向
上
が
楽
し
み
に
な
る
と
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
連
合
に

は
も
う
一
つ
大
き
な
イ
ベ
ン
ト

が
あ
り
、
大
先
輩
方
が
40
年
あ

ま
り
の
歴
史
で
毎
年
5
月
に
会

員
一
同
で
集
い
の
会
を
催
し
、

こ
の
一
日（
総
会
兼
式
典
の
後
）

余
興
が
始
ま
る
と
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
よ
っ
て
歌
っ
て
踊
っ
て
笑

っ
て
手
拍
子
に
和
や
か
な
楽
し

い
一
日
の
会
と
し
て
い
ま
す
。

　

各
単
老
に
お
い
て
は
、
活
動

内
容
が
異
な
り
ま
す
が
、
各
々

に
特
徴
あ
る
趣
味
を
十
分
に
発

出
し
て
、
会
場
毎
に
踊
り
、
カ

ラ
オ
ケ
、
合
唱
、
楽
器
演
奏
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑

賞
、工
芸
品
、

絵
手
紙
、
写

真
、
将
棋
、

囲
碁
、麻
雀
、

吹
き
矢
、
カ

ル
タ
、
百
人

一
首
等
々
と

外
で
の
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
、

魚
釣
り
、
日
帰
り
旅
行
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
奉
仕
活
動
面
で
は
福
祉

施
設
へ
の
慰
問
で
、
踊
り
や
合

唱
、
楽
器
演
奏
、
話
し
相
手
を
し
、

月
2
回
の
サ
ロ
ン
会
場
で
の
地
域

に
根
ざ
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
積
極
的
な
活
動
で
地
域
づ
く

り
に
支
え
合
い
な
が
ら
お
手
伝
い

を
し
て
お
り
ま
す
。

　

外
で
は
毎
月
と
日
々
、
神
社
、

公
園
、
道
路
サ
ポ
ー
タ
ー
の
花
壇

の
手
入
れ
、
草
取
り
、
ゴ
ミ
処
理

で
地
域
の
美
化
に
努
め
て
地
域
の

皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
様
に
、
そ
れ
ぞ
れ
で
き
る

こ
と
に
は
進
ん
で
協
力
し
合
っ
て
、

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
の
魅
力
向

上
に
仲
間
づ
く
り
と
地
域
の
絆
を

深
め
楽
し
い
ク
ラ
ブ
を
今
後
も
育

て
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

南
部
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会　

会
長　

服
部 

富
士
男
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

楽
し
み
な
が
ら
健
康
長
寿
へ

有
度
地
区　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
七
ツ
新
屋　

会
長　

鈴
木 

泰
造

　

会
は
昭
和
37
年
4
月
に
「
七
寿

会
」
と
し
て
設
立
し
、
今
年
で
58

年
に
な
り
ま
す
。
会
長
は
初
代
か

ら
数
え
11
代
目
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ

2
〜
8
年
務
め
ら
れ
、
現
在
私
で

12
代
目
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
会
員
数
は
28
人
（
男

性
12
名
・
女
性
16
名
）
で
、
平
均

年
齢
は
（
男
性
80
歳
・
女
性
85
歳
）

で
す
。
10
年
前
の
会
員
数
は
58
名

（
男
性
14
名
・
女
性
44
名
）
で
、

現
在
と
状
態
と
比
較
し
て
女
性
会

員
の
減
少
が
著
し
い
で
す
。
今
年

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
で
活
動
が
で
き
ず
、
前

年
ま
で
の
事
業
を
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

年
間
を
通
し
て
は
、
毎
月
第

一
日
曜
日
に
神
社
境
内
の
掃

除
、
例
会
。
20
日
は
女
性
会
員

有
志
が
茶
話
会
を
催
し
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
週
に

3
回
ほ
ど
、
20
人
く
ら
い
集
ま

り
記
録
会
な
ど
で
腕
を
競
っ
て

い
ま
す
。

　

単
月
の
取
り
組
み
は
、
4
月

に
花
見
会
で
20
人
く
ら
い
集
ま

り
そ
れ
ぞ
れ
が
持
ち
寄
っ
た
料

理
で
楽
し
み
ま
す
。
9
月
の
敬

老
祝
賀
会
で
は
自
治
会
に
協
力

し
、
カ
ラ
オ
ケ
や
漫
談
な
ど
を

皆
さ
ん
に
披
露
し
て
い
ま
す
。

年
末
に
は
清
掃
に
参
加
し
た
会

員
に
切
り
餅
を
配
り
、
一
年
間

の
苦
労
に
感
謝
の
意
を
表
し
て

い
ま
す
。

　

新
年
会
は
千
円
会
費
と
会
の

負
担
で
行
い
、
大
勢
の
参
加
を

得
て
カ
ラ
オ
ケ
や
漫
談
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
人
気
の
行
事

の
ひ
と
つ
で
す
。

　

年
度
末
の
3
月
は
、
最
終
土
曜

日
に
自
治
会
長
を
迎
え
総
会
を
開

催
し
ま
す
。
そ
の
後
懇
親
会
で
飲

食
、
演
芸
で
一
年
を
締
め
ま
す
。

　

清
水
区
の
事
業
で
「
地
区
の
集

い
」
は
お
酒
も
入
り
、
他
の
単
老

の
会
員
と
打
ち
解
け
て
楽
し
く
交

流
が
で
き
る
こ
と
は
大
変
あ
り
が

た
く
、
皆
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま

す
。
特
に
研
修
内
容
は
、
身
近
に

役
立
つ
も
の
が
多
く
、
勉
強
に
な

る
と
の
皆
さ
ん
の
声
で
す
。

　

今
後
も
大
勢
の
参
加
を
得
て
、

健
康
長
寿
に
繋
げ
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

日
本
が
新
型
コ
ロ
ナ
の
緊
急
事

態
と
な
り
、
日
常
生
活
を
変
え
て

し
ま
う
恐
ろ
し
い
事
を
知
り
ま
し

た
。
5
月
末
に
や
っ
と
全
国
一
斉

の
解
除
と
な
り
ま
し
た
。
喜
ば
し

い
こ
と
で
す
が
こ
れ
で
良
い
と
は

言
え
な
い
事
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ

か
ら
も
「
3
密
」
に
気
を
付
け
て

活
動
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

6
月
1
日
8
時
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
終
息
を
願
い
、
全
国
津
々

浦
々
で
「
花
火
」
が
同
時
に
打
ち

上
げ
ら
れ
、
田
町
2
丁
目
の
河
川

敷
で
も
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

田
町
地
区
に
は
、
15
自
治
会
が

あ
り
ま
す
が
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は

5
自
治
会
で
す
。
田
町
3
丁
目
は

世
帯
数
３
８
０
余
り
で
、
会
員

数
１
０
２

名
の
長
生

会
で
す
。

１
０
０
名

超
え
た
の

で
、
第
二

長
生
会
を

36
名
で
設

立
し
ま
し

パ
ソ
コ
ン
部
ス
タ
ー
ト

　
楽
し
く
和
や
か
な
仲
間
と
活
動
！

　
田
町
学
区　
長
生
会　

石
川 

和
恵

た
。
元
気
な
80
歳
以
上
の
会
員

は
50
％
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

（
90
歳
以
上
は
3
人
）

　

長
生
会
の
活
動
は
、「
健
康
長

寿
は
仲
間
と
楽
し
い
和
や
か
な

ク
ラ
ブ
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

活
動
種
目
は

○
総
会
・
役
員
会
・
旅
行

　

夏
ま
つ
り
・
演
芸
会

○
輪
投
げ
…
毎
週
月
曜
9
時
か

ら
公
園
内
で

○
踊
り
2
回
と
民
謡

　

毎
月　

学
習
セ
ン
タ
ー

○
手
芸
2
回
と
ク
ラ
フ
ト
2
回

　

毎
月　

学
習
セ
ン
タ
ー

○
カ
ラ
オ
ケ
毎
月
1
回

○
公
園
清
掃
・
花
壇
の
草
取
り

　

植
栽　

水
か
け
と
、
多
種
多

様
な
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
パ
ソ
コ
ン
部
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
火
曜
ク

ラ
ス
、
土
曜
ク
ラ
ス
共
に
月
2

回
の
講
座
で
す
。
ワ
ー
ド
で
会

の
案
内
や
チ
ラ
シ
、
年
賀
状
、

暑
中
見
舞
い
の
は
が
き
作
成
、

お
絵
か
き
。
エ
ク
セ
ル
で
、
家

計
簿
、会
の
名
簿
、会
計
報
告
書
、

表
作
成
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

メ
ー
ル
な
ど
、
講
師
の
課
題
に
沿

っ
て
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

80
歳
を
超
え
た
方
も
キ
ー
ボ
ー

ド
入
力
で
す
。
学
生
時
代
に
覚
え

た
ロ
ー
マ
字
で
す
が
、
日
常
使
用

す
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い
た

ロ
ー
マ
字
の
「
シ
ャ
・
シ
ュ
・
シ

ョ
」
の
組
み
合
わ
せ
は
「
何
だ
っ

け
…
」
と
ロ
ー
マ
字
表
を
見
な
が

ら
の
講
座
は
笑
い
声
で
和
や
か
で

す
。
覚
え
て
も
す
ぐ
忘
れ
る
…
と

言
う
の
で
す
が
、「
新
し
い
こ
と

を
覚
え
る
」
こ
と
で
す
よ
。

　

何
事
も
や
っ
て
見
た
い
・
や
り

た
い
と
思
う
意
欲
を
持
つ
よ
う
な

活
動
を
し
て
増
員
に
繋
げ
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（11）第 31 号 市 老 連 だ よ り 令和 2 年 7 月発行
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小
柄
な
が
ら
も
体
力
に
は
自
信

の
あ
る
私
は
、
若
い
頃
か
ら
ス
ポ

ー
ツ
に
親
し
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
で
も
ラ
ジ
オ
体
操
は
日
課
に

な
っ
て
い
ま
す
し
、ゴ
ル
フ
も
時
々

で
す
が
コ
ー
ス
に
出
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
」
に
興
味
を
持
ち
「
バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
」
や
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
」
等

に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
ま

す
。
中
で
も

「
デ
ィ
ス
コ

　

今
年
２
月
、
ク
ル
ー
ズ
船
ク
イ

ー
ン
エ
リ
ザ
ベ
ス
内
で
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
者
続

出
の
ニ
ュ
ー
ス
は
入
っ
て
き
て
い

た
が
、
通
常
通
り
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

の
活
動
は
続
け
て
い
た
。
３
月
に

は
安
倍
総
理
か
ら
全
国
の
学
校
は

休
校
と
の
指
令
が
出
さ
れ
た
。
さ

す
が
に
全
体
会
合
は
取
り
止
め
、

離
れ
て
実
施
で
き
る
週
二
回
の
で

ん
伝
体
操
だ
け
は
続
け
る
こ
と
に

し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
４
月
に
な
る
と
全

国
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ

ス
ポ
ー
ツ
と
仲
間
と
の
交
流
で
「
フ
レ
イ
ル
予
防
」
!!

　
駿
河
区
　
東
源
台
学
区
　
栗
原
笑
福
会
　
会
長
　
影
山 

寿
彦

「
新
型
コ
ロ
ナ
ば
い
ば
い
号
」
の
発
行

葵
区
　
駒
形
学
区
　
駒
形
あ
お
い
会
会
長
　
井
出
志
津
夫

ン
」
は
年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
気

軽
に
行
え
、
戦
略
も
考
え
た
り
し

頭
も
使
う
の
で
奥
が
深
く
楽
し
い

で
す
。

　

ペ
タ
ン
ク
と
ル
ー
ル
が
近
く
、

ボ
ー
ル
が
円
盤
（
デ
ィ
ス
ク
）
に

変
わ
っ
た
と
想
像
し
て
頂
け
れ
ば

分
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
自

分
の
投
げ
た
デ
ィ
ス
ク
が
ポ
イ
ン

ト
近
く
に
止
ま
っ
た
時
は
小
躍
り

し
た
い
く
ら
い
嬉
し
い
で
す
し
、

逆
に
せ
っ
か
く
近
く
に
あ
る
デ
ィ

ス
ク
が
弾
か
れ
た
り
、
裏
返
っ
て

相
手
の
物
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
時

の
悔
し
さ
と
言

っ
た
ら
…　

そ

ん
な
風
に
一

喜
一
憂
し
な
が

ら
、
み
ん
な
で

楽
し
む
事
が
私

の
健
康
の
秘
訣

で
す
。

　

そ
し
て
、
終
わ
っ
た
後
に
仲
間

と
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
慰
労
を

兼
ね
て
飲
む
お
酒
も
格
別
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
体
育
館
で
大
き
な
声

を
張
り
上
げ
な
が
ら
頑
張
っ
て

「
健
康
長
寿
」 

目
指
し
た
い
と
思

い
ま
す
。（
※
編
集
委
員
注
／
緊
急

事
態
宣
言
前
に
頂
い
た
原
稿
に
な
り

ま
す
）

れ
、
で
ん
伝
体
操
も
中
止
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
。
高
齢
化
率
の

高
い
我
が
ク
ラ
ブ
、
頭
も
体
も
フ

レ
イ
ル
化
が
進
ん
で
し
ま
う
。
ど

う
し
よ
う
、
困
っ
た
。

　

苦
肉
の
策
で
思
い
つ
い
た
の
が

「
新
型
コ
ロ
ナ
ば
い
ば
い
号
」
の

発
行
。
週
一
回
会
員
宅
に
届
け

る
。
一
方
通
行
で
は
な
く
、
数
独

の
答
え
や
川
柳
・
俳
句
・
短
歌
の

提
供
、
自
宅
で
の
体
操
○
付
け
表

な
ど
、
封
筒
を
二
通
用
意
し
て
双

方
向
に
し
た
。
数
独
は
問
題
作
成

と
答
え
合
わ
せ
の
係
が
い
る
。
会

員
か
ら
は
、
数
独
は
最
初
分
か
ら

な
く
て
も
慣
れ
て
く
る
と
楽
し
み

に
な
る
と
か
、
川
柳
や
俳
句
を
作

る
よ
う
に
な
っ
て
散
歩
や
自
宅
で

の
生
活
が
色
を
帯
び
て
き
た
と
い

っ
た
喜
び
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

・
春
障
子 

数
独
楽
し 

陽
が
暮
れ
る

・
薫
風
に 

初
孫
抱
き 

鯉
仰
ぐ

・
散
歩
道 

友
人
に
逢
い 

足
止
め
て 

二
メ
ー
ト
ル
離
れ 

話
つ
き
な
い

第 31 号（12）市 老 連 だ よ り令和 2 年 7 月発行
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曽
根
清
芳
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問

し
た
の
は
、
静
岡
県
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
関
す
る
全
国

緊
急
事
態
宣
言
解
除
対
象
県
と
な

り
、
静
岡
市
と
し
て
翌
週
5
月
25

日
か
ら
学
校
を
再
開
す

る
と
知
ら
さ
れ
た
頃
で

し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
以
上
の
感
染
を

広
げ
な
い
た
め
に
三
密

を
心
掛
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
は
変
わ
ら

ず
、庭
に
椅
子
を
出
し
、

互
い
に
マ
ス
ク
姿
で
の

取
材
と
な
り
ま
し
た
。

　

曽
根
さ
ん
の
元
気
の

源
は
、
小
学
生
の
下
校
の
見
守
り
活

動
で
す
。

　

2
人
の
子
ど
も
も
就
職
、
結
婚
と

家
を
離
れ
、
親
の
役
割
を
果
た
し
、

仕
事
も
70
代
で
区
切
り
を
つ
け
た
そ

の
頃
、
栃
木
県
で
下
校
途
中
の
小
学

校
一
年
女
児
が
行
方
不
明
と
な
り
、

そ
の
後
無
惨
な
姿
で
発
見
さ
れ
た
事

件
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
一
年
生
の
保
護
者
か
ら
、

登
下
校
時
の
見
守
り
に
つ
い
て
、
町

内
会
で
の
取
り
組
み
を
考
え
て
欲
し

い
と
い
う
切
実
な
願
い
を
訴
え
ら
れ

た
の
で
し
た
。
そ
れ
で
は
と
、
曽
根

さ
ん
初
め
10
数
名
の
有
志
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
、
平
成
17
年
12
月
か

ら
低
学
年
を
中
心
に
下
校
時
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
す
る
事
に
な
っ
た
の
で
し

た
。

　

今
年
で
15
年
目
と
な
り
ま
す
。
こ

の
間
、
暑
い
夏
の
日
も
、
凍
て
つ
く

冬
の
日
も
、
た
ゆ
ま
ず
休
ま
ず
見
守

り
を
続
け
る
曽
根
さ
ん
が
飄
々
と
役

割
を
果
た
す
自
然
体
の
姿
に
打
た

れ
、
リ
ー
ダ
ー
格
の
飯
田
正
弘
さ

ん
が
是
非
に
と
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー

で
の
登
場
を
望
ま
れ
ま
し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
を
始
め
た
当
初

は
、
学
区
の
境
で
あ
っ
た
た
め
、

二
つ
の
学
校
の
小
学
生
の
見
守
り

を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
当

時
の
子
は
既
に
成
人
し
、
近
所
で

会
う
と
「
や
あ
、
お
じ
さ
ん
…
」

と
話
し
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
そ
の
姿
が
ま
ぶ
し
く
見
え
た

と
、
う
れ
し
そ
う
に
話
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
通
り
で
出
会
う
大
人

か
ら
は
「
あ
な
た
た
ち

の
お
陰
で
不
審
者
が

減
っ
て
き
た
か
ら
あ
り
が
た
い
」

と
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
「
赤
帽
の
子
で
一
年
生
か
ら
三

年
に
な
っ
た
今
ま
で
、
毎
回
頭
を

下
げ
て
挨
拶
し
て
く
れ
る
感
心
な

子
が
い
る
ん
だ
よ
」
と
、
そ
れ
は

嬉
し
そ
う
に
話
さ
れ
る
の
で
し

た
。

　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
で
は
、
大
工

の
腕
を
生
か
し
た
物
づ
く
り
や
、

木
遣
り
歌
の
披
露
な
ど
、
人
に
は

真
似
の
で
き
な
い
貢
献
を
さ
れ
て

い
る
と
、
飯
田
さ
ん
が
感
謝
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

（
文
責
／
井
出
志
津
夫
）

（13）第 31 号 市 老 連 だ よ り 令和 2 年 7 月発行
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第21回

　

静
鉄
の
県
総
合
運
動
場
駅
の
ホ
ー

ム
か
ら
南
東
方
向
を
見
る
と
住
宅
の

屋
根
越
し
に
小
高
い
丘
陵
地
が
見
え

ま
す
。
こ
れ
が
有
度
山
で
す
。
頂
上

は
日
本
平
で
駿
河
区
と
清
水
区
の
境

に
位
置
し
ま
す
。

　

さ
て
、
少
し
山
に
登
っ
て
み
ま
し

ょ
う
。
東
源
台
小
学
校
の
裏
手
か
ら

農
道
を
上
っ
て
い
き
ま
す
。
急
坂
に

息
が
切
れ
ま
す
が
、
15
分
ほ
ど
で
上

り
詰
め
ま
す
。
茶
畑
の
向
こ
う
に
静

岡
平
野
の
眺
望
が
開
け
て
い
ま
す
。

安
倍
産
の
お
茶
は
本
山
茶
と
呼
び
ま

す
が
、
こ
れ

は
明
治
に
な

っ
て
輸
出
増

に
よ
っ
て
で

き
た
新
し
い

茶
産
地
と
の

差
別
化
を
図

る
た
め
の
命

名
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
な
お
、
日
本
茶
の
代
表

品
種
の
「
や
ぶ
き
た
」
は
１
０
０

年
ほ
ど
前
に
こ
の
地
（
駿
河
区
中

吉
田
）
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
度
は
静
岡
平
野
を
正
面
に
観

な
が
ら
茶
畑
の
中
を
下
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
冬
に
は
真
っ
白
な
南

ア
ル
プ
ス
の
山
並
み
が
遠
望
で
き

ま
す
。
右
後
ろ
を
振
り
返
る
と
富

士
山
が
見
え
ま
す
。
坂
を
下
り
き

る
と
東
名
高
速
道
路
下
り
線
の

日
本
平
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
で

す
。
こ
ち
ら
は
外
か
ら
入
れ
ま
せ

ん
が
、
上
り
線
の
方
は
外
か
ら
入

れ
る
の
で
立
ち
寄
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。
ト
イ
レ
を
使
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
お
土
産
を
買
っ
た
り
、
食

事
を
し
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
こ
こ
か
ら
の
富
士
山
も
き
れ

い
で
す
。

　

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
東
側
に

日
本
平
動
物
園
が
あ
り
ま
す
。
静

岡
市
在
住
で
70
歳
以
上
の
方
は
証
明

書
を
提
示
す
れ
ば
無
料
で
入
場
で
き

ま
す
。
園
内
の
展
望
広
場
か
ら
も
静

岡
平
野
が
一
望
で
き
ま
す
。
こ
こ
か

ら
は
御
前
崎
方
面
の
海
岸
線
も
見
え

ま
す
。
市
指
定
有
形
文
化
財
の
旧
エ

ン
バ
ー
ソ
ン
住
宅
（
平
日
休
館
）
が

東
門
付
近
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。
元

は
葵
区
の
西
草
深
に
あ
っ
た
明
治
時

代
の
西
洋
建
築
物
で
す
。

　

動
物
園
の
正
門
か
ら
は
静
岡
駅
行

き
の
バ
ス
が
出
て
い
ま
す
が
、
も
し

も
体
力
が
ま
だ
残
っ
て
い
た
ら
、
も

う
少
し
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
東
名

側
道
を
南
へ
進
ん
で
聖
光
学
院
入
口

の
手
前
で
東
名
を
渡
っ
て
坂
道
を
下

り
る
と
伊
勢
神
明
社
が
あ
り
ま
す
。

樹
齢
千
年
を
超
え
る
大
ク
ス
が
立
派

で
す
。
お
参
り
を
し
て
こ
の
旅
は
終

わ
り
で
す
。
最
寄
り
の
バ
ス
停
は
小

鹿
公
民
館
前
で
す
。

　

見
学
・
休
憩
を
挟
み
、
行
動
時
間

は
２
〜
３
時
間
で
し
ょ
う
。

（
戸
塚　

享
）

第 31 号（14）市 老 連 だ よ り令和 2 年 7 月発行
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　明るく若々しい雰囲気のチラシです。シニ

アクラブの活動内容をわかりやすく紹介して

ありますので、ぜひお知り合いのかたに入会

を勧めるときにご活用ください。

会員募集ちらしと
ポケットティッシュあります

各事務局に置いてありますので

有効にご活用ください

第 31 号（16）市 老 連 だ よ り令和 2 年 7 月発行

令和2年11月16日（月）

A から G の順に並べると、
ひとつのことばになります。 A B C D E F G

6

54

3

10

987

21
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

川
井　
　

曻

妻
笑
顔
そ
っ
と
脇
役
か
す
み
草

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

前
田
か
ね
子

裏
山
の
初
音
鶯
風
優
し

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

鈴
木　

行
雄

ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
苦
し
き
と
き
も
届
く
陰

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

鈴
木
富
美
子

奥
山
の
茶
の
花
薫
る
霧
の
朝

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

城
内　

良
子

近
よ
り
て
匂
い
香
り
し
梅
の
花

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

川
井　

玲
子

降
り
敷
け
ど
ウ
イ
ル
ス
消
え
ず
桜
散
る

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

田
辺　

久
之

桜
咲
く
賑
わ
い
待
つ
も
人
気
な
し

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

吉
成　

幸
子

母
の
日
に
大
花
束
を
あ
り
が
と
う

葵
区　

一
番
町
地
区　

一
寿
会　

遠
藤　

昭
二

あ
れ
な
ん
じ
ゃ
一ひ

と

つ
葉ば

た
ご
の
初
夏
に
映
ゆ

葵
区　

安
東
学
区　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ　

飯
田　

正
弘

雨
宿
し
色
鮮
や
か
な
ボ
ケ
の
花

葵
区　

安
東
学
区　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
寿
会　

三
浦　

す
ゑ

送
迎
車
待
つ
間
見
あ
き
ぬ
新
樹
光

葵
区　

安
東
学
区　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
寿
会　

望
月　

澄
子

髪
を
染
め
施
餓
鬼
の
夫
を
迎
え
け
り

葵
区　

安
東
学
区　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
寿
会　

平
出　

幹
明

歳
時
記
を
ひ
も
と
く
手
元
梅
雨
の
闇

葵
区　

安
東
学
区　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
寿
会　

滝
浪　

信
恵

閑
か
さ
や
布
石
の
ご
と
き
蓮
の
花

駿
河
区　

川
原
学
区　

長
寿
会　

新
村　

敬
子

童ど
う
わ話
に
も
梅う

め

が
惚ほ

れ
た
る
主あ

る
じ人
あ
り

　
　

九く

す州
に
転
勤
梅
悲
し
き
や

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

土
田　

彰
顕

ま
ま
な
ら
ぬ
ボ
ー
ル
の
行
方
追
ひ
追
ひ
て

　
　

わ
が
生
れ
日
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

清
水
区　

清
水
地
区　

八
千
代
町
長
寿
会　

西
ヶ
谷
光
男

校
庭
の
隅
か
ら
見
え
る
雪
の
富
士

　
　

子
等
の
成
長
静
か
に
祈
る

葵
区　

安
東
学
区　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
し
の
の
め　

朝
倉　

司
朗

晩
酌
に
一
品
加
は
る
茗
荷
の
子

葵
区　

安
東
学
区　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ　

倉
戸　

照
夫

偕
老
の
旅
路
の
祈
り
星
祭
り

葵
区　

安
東
学
区　

千
寿
会　

鈴
木　

健
仁

芥
よ
り
出
で
し
化
身
の
蓮
の
花

清
水
区　

清
水
地
区　

八
千
代
町
長
寿
会　

西
ケ
谷
光
男

大
寒
に
路
地
の
ス
ミ
レ
が
彼
方
此
方
に

駿
河
区　

川
原
学
区　

長
寿
会　

新
村　

敬
子

温
か
き
駿
河
の
里
や
黄こ

が
ね
む
し

金
虫

葵
区　

駒
形
学
区　

駒
形
あ
お
い
会　

小
澤　

と
よ

朝
露
も
葉
っ
ぱ
を
飾
る
ダ
イ
ヤ
か
な

葵
区　

駒
形
学
区　

駒
形
あ
お
い
会　

鷲
津　

節
子

藤
の
花
五
月
の
空
を
彩
り
に

葵
区　

駒
形
学
区　

駒
形
あ
お
い
会　

稲
森　

靖
子

こ
い
の
ぼ
り
子
ど
も
の
姿
見
え
ぬ
街

清
水
区　

三
保
地
区　

シ
ニ
ア
塚
間
ク
ラ
ブ　

内
藤　

君
江

元
気
出
せ
自
分
の
身
体
守
り
ぬ
く

清
水
区　

有
度
地
区　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
長
崎
南
町　

山
口　

勝
己

と
り
ど
り
に
コ
ロ
ナ
マ
ス
ク
の
夏
模
様
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俳

句

短

歌

会
員
文
芸



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

清
水
区　

江
尻
地
区　

川
岸
町
老
人
ク
ラ
ブ　

松
永　

勝
子

亡
き
夫
の
法
事
に
開
く
日
記
帳

　
　

人
柄
偲
ぶ
几
帳
面
さ
に

清
水
区　

有
度
地
区　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
新
草
薙
町　

花
田　

ふ
き

子
等
の
住
む
バ
ン
コ
ク
の
灯
は
暗
闇
に

　
　

橙
々
色
の
不
夜
城
の
ご
と

清
水
区　

袖
師
地
区　

西
久
保
第
六
年
の
輪
会　

福
井　
　

稔

年
金
の
ツ
ア
ー
樂
し
き
天て

ん
り
ゅ
う

龍
川
の

　
　

さ
ゞ
な
み
た
え
ぬ
水
神
の
宿

葵
区　

駒
形
学
区　

駒
形
あ
お
い
会　

榊
原　

藤
雄

今
日
も
ま
た
自
粛
生
活
閉
じ
こ
も
り

　
　

コ
ロ
ナ
コ
ロ
ナ
で
時と

き空
流
れ
ゆ
く

葵
区　

駒
形
学
区　

駒
形
あ
お
い
会　

渡
辺　

綾
子

五
月
雛
幼
き
日
思
い
我
一
人

　
　

遠
き
昔
を
想
い
や
る
か
な

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

岩
音　

幸
子

夢
に
ま
で
見
た
ク
ル
ー
ズ
船
コ
ロ
ナ
化
す

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

町
塚　

慶
子

こ
れ
も
夢
ほ
ど
よ
く
生
き
て
楽
住
生

葵
区　

美
和
学
区　

健
寿
会　

松
永
安
太
郎

亡
き
母
と
竹
の
こ
掘
り
が
面
影
に

清
水
区　

清
水
地
区　

八
千
代
町
長
寿
会　

西
ヶ
谷
光
男

カ
レ
ン
ダ
ー
丸
書
込
も
つ
い
忘
れ

駿
河
区　

川
原
学
区　

長
寿
会　

新
村　

敬
子

忘
れ
坂
来
た
の
か
わ
れ
も
八
十
路
な
り

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

七
種
カ
ズ
子

新
コ
ロ
ナ
人
も
ま
ば
ら
で
バ
ス
の
中

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

佐
藤
マ
サ
子

コ
ロ
ナ
今
人
の
心
に
思
い
や
り

葵
区　

駒
形
学
区　

駒
形
あ
お
い
会　

石
川　

惟
乃

お
た
が
い
に
電
話
掛
け
合
い
体
調
聞
く

葵
区　

駒
形
学
区　

駒
形
あ
お
い
会　

笹
竹　

修
一

コ
ロ
ナ
慣
れ
油
断
大
敵
し
め
直
す

清
水
区　

飯
田
地
区　

山
原
山
寿
会　

萩
原
ミ
サ
子

ス
ー
パ
ー
の
帰
え
り
カ
ー
ト
と
一
休
み

　
　

見
上
げ
る
土
手
に
紅
梅
し
だ
る
る

清
水
区　

有
度
地
区　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
長
崎
南
町　

山
口　

勝
己

霧
の
湖う

み

阿
寒
の
悲
恋
百も

も々

伝
う

　
　

こ
こ
は
ア
イ
ヌ
の
大
地
の
聖

ひ
じ
り

清
水
区　

有
度
地
区　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
長
崎
南
町　

大
坪　

禮
子

手
作
り
の
弁
当
広
げ
に
ぎ
や
か
に

　
　

箸
先
さ
く
ら
仰
ぐ
青
空

清
水
区　

三
保
地
区　

シ
ニ
ア
塚
間
ク
ラ
ブ　

内
藤　

君
江

公
園
に
み
ご
と
に
咲
い
た
た
ん
ぽ
ぽ
が

　
　

白
い
帽
子
で
舞
っ
て
い
る
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川

柳

◎
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
を
寄
稿
く
だ
さ
い
。

　

※
な
お
多
く
の
方
々
の
作
品
を
掲
載
し
た
い
た

め
１
人
各
１
点
で
お
願
い
し
ま
す
。

◎
楷
書
で
正
確
に
ご
記
入
下
さ
い
。

◎
原
稿
に
は
本
文
の
前
に
題
名
・
学
地
区
・
ク
ラ

ブ
名
・
筆
者
・
電
話
番
号
も
必
ず
ご
記
入
く
だ

さ
い
。

◎
原
稿
の
採
否
・
一
部
削
除
な
ど
は
広
報
専
門
委

員
会
に
お
任
せ
願
い
ま
す
。

◎
原
稿
は
お
返
し
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
コ
ピ
ー
を
と
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

◎
「
こ
の
記
事
が
良
か
っ
た
」「
こ
ん
な
記
事
が
読

み
た
い
（
特
集
を
組
ん
で
ほ
し
い
）」
な
ど
、

　

ご
意
見
、
ご
要
望
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
紙
面

上
に
て
適
宜
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

〒４２０−０８５４
静岡市葵区城内町 1 番 1 号　静岡市中央福祉センター 3 階
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原

稿

募

集



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　

世
界
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
6

月
末
で
１
０
５
０
万
人
余
と
な
り
ま
し
た
。
中

国
の
武
漢
で
発
生
し
て
か
ら
わ
ず
か
半
年
で
の

拡
大
で
す
。
特
に
北
米
大
陸
を
中
心
に
急
増

し
、
国
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
て
い
な
い
よ

う
で
す
。
東
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
感
染
者
が
少
な

く
な
り
、
あ
る
程
度
押
さ
え
込
み
に
成
功
の
感

が
あ
り
ま
す
。
日
本
国
内
の
感
染
者
は
2
万
人

弱
で
、
死
者
も
千
人
弱
と
、
欧
米
と
比
べ
て
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

諸
外
国
か
ら
は
政
府
が
特
別
な
対
策
（
論
理

的
）
を
打
っ
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
と
、
不
思

議
に
思
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
マ
ス
ク
着

用
、
三
密
を
避
け
る
、
社
会
的
距
離
を
と
る
、

手
洗
い
、
営
業
自
粛
な
ど
す
べ
て
国
民
が
忠
実

に
要
請
に
応
え
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
る

大
臣
が
外
国
の
人
の
問
い
に
「
民
度
の
差
だ

よ
」
？
と
答
え
た
そ
う
で
す
。

（
鈴
木
泰
造
）

◇
ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

　

「
市
老
連
だ
よ
り
」
発
行
に
際
し
ま
し
て
、
ご
協
賛

頂
き
ま
し
た
ス
ポ
ン
サ
ー
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
紙
は
会
員
の
さ
ら
な
る
健
康
増
進
、
生
き
が
い
の

向
上
、
会
員
相
互
の
親
睦
な
ど
を
願
っ
て
発
行
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

今
後
と
も
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 ◎

鈴
木　

泰
造
（
清
水
区　

有　

度
）

○
大
石
眞
由
美
（
駿
河
区　

久　

能
）

井
出
志
津
夫
（
葵　

区　

駒　

形
）

八
木　

春
馬
（
葵　

区　

籠　

上
）

戸
塚　
　

享
（
駿
河
区　

東
豊
田
）

◎
は
委
員
長　

○
は
副
委
員
長

シニアの豊かな経験生かし
　　　子育てを応援

　子ども達をめぐっての大きな社会問題が目立って

います。シニアクラブでは以前から高齢者の持つ豊

富な知識と経験を生かして、世代間交流を実施して

きました。このような中で、今回は次の３団体の事

業に対して補助金が交付されました。

ふじさんっこ応援隊モデル事業

編

集

後

記
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※
7
ペ
ー
ジ
の
こ
た
え
　
①
梅
雨
　
②
友
達
　
③
会
話
　
④
神
社
　
⑤
睡
眠
　
⑥
好
調
　
⑦
森
林
　
⑧
注
意
　
⑨
料
理
　
⑩
協
力

庵原地区老人クラブ連合会／保育園
児とミニ運動会を楽しみました。

駿河区シニアクラブ連合会／小学生にペタンク競技
にふれ合う楽しさを体験してもらいました。

岡地区シニアクラブ連合会／昔から伝わる
いろいろな遊びを学びました。


